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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【東地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1023 防災 3.11以降、原発に対する不安が多い。
①北陸電力との防災協定の締結につ
いて
②ＵＰＺ（３０キロメートル）の圏内と圏外
の　対応の違いについて
③防災訓練、避難体制について
④原子力防災などの市の広報方法に
ついて

①防災協定：立地自治体と同等の安全が確保されるようにと北陸
電力に伝えている。現在、市民の安全・安心の確保のために協議
中です。
②UPZ：UPZは３０キロを目安とした緊急防護措置を準備する地域
ですが、圏外がセーフティーゾーンということではなく、緊急時に
は、原発施設の状況に応じて対応し、安全性の差別をするもので
はありません。
③防災訓練、避難体制：昨年、八代地区で原子力防災の避難訓
練を行いました。今年度は11月にUPZのエリア内の３地区を対象
に、訓練を予定しています。避難計画については、現在策定中で
あり、できるだけ早い段階でお示しします。
④広報：緊急時には、防災行政無線で市内全域に連絡します。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

①平成２６年８月に第４回目の会議
を開催し、情報連絡体制につい
て、立地自治体並みとなったところ
です。
②③避難計画を策定しているとこ
ろです。また、防災訓練について
は熊無地区を対象に実施する予
定です。
④常時啓発として、原子力防災の
パンフレットを作成し、全戸配布し
ました。

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1024 商店街 商店街の活性化とまちづくりについて
どのように考えているのか。

大変難しい課題です。まずは、それぞれの店舗、商店街自身の魅
力をアップさせることや、サービス、魅力を高めていくことに尽きま
す。そのうえで、行政もできるだけの支援は行いたいと考えていま
す。活性化の定義については、常々言っていますが、熱が加わっ
て「うごめくこと」、「変わること」です。新しいことを恐れずに、守るべ
きものは守りながら新しい変化を遂げていきたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
定住・空き家対
策・中心市街地
担当　74-8075

会場 1025
-1

公共施
設跡地

市施設の整備利活用計画について、
①市役所跡地、②市民病院跡地、③
旧海鮮館、　　④元気館、⑤旧グリーン
会館、⑥ブリンス館

①市役所跡地： 市庁舎跡地利活用協議会において、現在、ご意
見を伺っているところです。
②旧市民病院跡地：今年度中には、建物の解体を終える予定で
すが、利活用についてはじっくりと検討します。
④いきいき元気館：保健センターの機能はしっかりと残すこととして
おり、これまで通りの利用とかわりません。
⑤旧グリーン会館：これまでどおり、公文書の保管施設として使用
します。
⑥ブリンス館：国土交通省の意向も確認しながら、今後の利活用に
ついて検討します。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078

会場 1025
-2

公共施
設跡地

市施設の整備利活用計画について、
①市役所跡地、②市民病院跡地、③
旧海鮮館、　　④元気館、⑤旧グリーン
会館、⑥ブリンス館

③旧海鮮館：氷見の漁業文化を国内外に発信し、その技術を次世
代へと受け継いでいくためのセンターとして、また、本物の漁業体
験ができる施設として活用することを検討しています。9月中に基
本構想をまとめ、新幹線開業の平成26年度末までには整備を終え
たいと思っています。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

来年３月末までに整備を終え、４月
中にオープンしたいと考えていま
す。

漁業交流施設
整備推進室
74-8018
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1026 財政 実質公債費比率について、氷見市は
県内で最も財政状況が悪い。率につい
てどのようにとらえているのか。

平成24年度は18.7％、平成25年度は16.5％となり、前年度に比べ
2.2ポイント改善しました。県内市のなかで下から２番目になりまし
た。今後も、引き続き、財政健全化に努めてまいります。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

財務課
財政担当
74-8015

会場 1027 空き家 空き家対策について、空き家が増えて
いるが、今の支援制度だけで対応でき
ないこともあるのではないか。

「危険老朽空き家対策事業」、「危険老朽空き家対策事業補助
金」、「まんがのまちづくり支援事業」の３つの補助事業があります。
なお、空き家情報バンク事業を行っているので、空き家情報の提
供をお願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

国の空き家対策法の制定が検討さ
れており、その推移を見守り、空き
家条例の制定を検討していきま
す。

商工・定住・都
市のデザイン課
建築・住宅担当
74-8079

会場 1028 防災 中央町共同ビルが老朽化、劣化してい
る。他市の対応事例の情報収集などの
協力を願う。

国では防災対策に力を入れ「防災安全対策交付金」という補助メ
ニューを設けていますが、防災街区が該当するか調査します。ま
た、制度や全国の取り組みを紹介できるように取り組みます。補助
申請の締め切りもあることから、地域担当職員を派遣し、11月ぐら
いまでに方針を決めます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

地元から協議があれば対応しま
す。

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078

会場 1029
-1

消雪 消雪に関する事項の
①消雪装置未設置道路の解消につい
て
②不都合装置の改修について

① 今後も、機械除雪により対応してまいります。
② 消雪リフレッシュ事業により、26年度以降に整備の予定としてい
ます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降②
□■未定　①
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1029
-2

消雪 消雪に関する事項の

③除雪車の更新等について

③除雪車：今年度購入予定の小型除雪機械に更新する計画で
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

今年度、配車済みです。 建設課
道の管理担当
30-7070
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1030 都市整
備

番屋街の周辺整備のT字路交差点の
信号機の設置について

氷見警察署を通じて県公安委員会に要望しており、引き続き氷見
警察署に強く要望していきます。また、地元からも氷見警察署に要
望をお願い致します。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

土日等の混雑時の現地を見てもら
えるよう要望します。

環境・交通防犯
課
交通・防犯担当
74-8068

会場 1031 消防 番屋街の周辺の防火水槽未整備の２
箇所の計画について

間島、北大町地内に計画している防火水槽については、用地を確
保しており、今年度、間島地内の１基を整備します。北大町地内の
整備につきましては、来年度に整備を計画しております。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

消防本部
30-7113

会場 1032 鳥獣対
策

カラス対策について、抜本的な対策を
考えてはどうか。

電力会社に、電線の防鳥対策を依頼するなどの対応を行っていま
すが、未だに抜本的な解決策が見いだせません。順次、防鳥対策
を進め、カラスの住みにくい環境づくりに努めます。また、他の自治
体の取り組みを参考にしながら、地域の皆さんと一緒に知恵を出し
合って、対策を検討してまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市街地のカラス対策については、
専門事業者による生息調査と地域
の方との協働による実証実験を行
いながら、カラスの住みにくいまち
づくりを目指し、市民、専門事業
者、行政が連携し、その解決方法
を見出して行きたいと考えていま
す。

環境・交通防犯
課
環境保全・ごみ
処理施設担当
74-8065

会場 1033 議会 日本は二元代表制を取っている。市政
が発展するための議会運営はどうある
べきか。

本川市政が誕生したということは、馴れ合いの議会と行政から、緊
張感のある議会と行政に変えたいという市民の思いです。昔の議
会は追認機関でした。議員の仕事は口利きではなく、市政の解説
員です。市民に対する予算の説明は市長がするのではなく議員が
するもの。論点、争点を明らかにして、市民に問いかけることが議
員の仕事になってきています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

総合政策課
秘書担当
74-8007

会場 1034 政治 新聞に自民党氷見市支部の問題が掲
載されていたが、どう思われるか。

行政とは関係ないこと。市民の良識で、正しい、本当に頑張ってい
る市議会議員をしっかりと支えていただきたい。説明責任を果たし
て正しいことをしている人を応援してほしい。市民の皆様の良識に
期待しています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

総合政策課
秘書担当
74-8007
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

前後 4001 財政 １ 実質公債費比率も改善されていると
の事。今後も財政基盤をしっかりと安定
させてください。

平成25年度は16.5％となり、前年度に比べ2.2ポイント改善しており
ます。今後は新たな行革プランに基づき、引き続き財政健全化に
努めてまいります。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

財務課
財政担当
74-8015

前後 4002 議会 ２ 議会運営を健全な状態にしてくださ
い。前市長時代の議会は慣れ合い、根
回し、全く正常な議会には程遠いもの
であり、この事が当市の財政悪化の最
大の原因でありました。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

議長に意見を伝えました。 議会
74-8131

前後 4003 議会 ３ 自由民主党の内紛、8/20 ”支部長
二人”異常事態！！と各新聞の報道が
ありました。民主主義の時代の下、全く
以って恥ずかしい限りであります。一刻
も早く融和の状態にしないと、今後の議
会運営に支障が生じます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

議長に意見を伝えました。 議会
74-8131


